
プログラム２では，「看護研究
を手順から学べたので良かっ
た」，「時間も丁度よく参加し
やすかった」の意見がある反面，
「短縮版のためゆとりがなかっ
た」との意見があった．
今後は，理解度を高めるために，
内容など工夫が必要である．

臨床現場の看護研究を支援する事業
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令和7年度岩手県立大学看護実践研究センター事業

看護研究の基礎を学ぼう 日頃の疑問や課題を研究に！

・ 活動の概要

日頃感じている臨床現場の疑問や課題
について，看護研究の基礎を楽しく学びながら，
情報交換を通して一緒に研究的視点で考え，看護
研究につなげていくための支援を行う．

プログラム１：看護研究の基礎を学ぼう
開催場所：岩手県立大学滝沢キャンパス
第1・2回：10月7日（火） 参加人数 27人

10:00〜12:00 現場の疑問を看護研究へ
13:00〜15:00 文献検索と文献検討

第3・4回：10月21日（火）参加人数 30人
10:00〜12:00 看護計画書を書くポイント
13:00〜15:00 アンケート作成とデータ分析

プログラム２：地域に出向いての出張講義
開催場所：岩手県立大学宮古キャンパス
日時：9月29日（月） 10:30〜15:30 
看護研究の基礎を学ぶ（短縮版）

参加人数 8人

プログラム１では，
「他の病院の人とグループ
ワークしたことで自分の職
場にない新たな知識や発見
があった」，「研究に対し
て苦手意識があったが少し
面白いと思えた」など，
満足への意見が寄せられた．

研修参加者は，40名（述べ65名）で，
28名からアンケートに回答が得られた．
結果から，研修の満足度，役立ち度は，
「大変そう思う」と「ややそう思う」
が9割以上を占め，内容の理解度も
約9割と概ね好評であった．

・ 活動の成果

・ 活動内容

研修会の様子

グループワークの様子
※ 写真掲載は承諾済み
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